
 

令和７年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 
学校関係者評価 

（１月23日実施） 
総合評価（３月25日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等  成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①ｶﾘｷｭﾗﾑﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ
の視点を踏ま
え、多様な生徒
に弾力的に対応
可能な教育課程
を編成する。 

②学習意欲の高い
生徒に対して、
個別に支援でき
る体制をめざ
す。 

③言語活動の活性
化、協働的な学
びを展開し確か
な学力を育成す
る。 

④資格取得の推進
に向けた工業科
の指導体制を整
備し、受検者数
及び合格率の向
上をめざす。 

①学習指導要領に則っ
た指導と評価の計画
を作成するととも
に、生徒の状況に即
した授業展開を実施
する。 

②基礎学力の定着や学
び直し、進路実現に
向けた外部ｻｰﾋﾞｽの活
用も含めた指導につ
いて検討する。 

③一人一台端末を活用
した授業展開を充実
させる。 

④各種資格取得の受
検・受講者数と合格
者・取得者数の増加
に向けて、資格の斡
旋と取得意識の向上
させる指導をしてい
く。 

①学習指導要領に則った
指導と評価の計画を作
成する。生徒の状況把
握に努め、充実した授
業展開を研究する。 

②基礎学力の確認、学び
直し指導の検討、進路
実現に向けた外部ｻｰﾋﾞ
ｽ活用の充実を図る。 

③ICT機器を活用した授
業研究と実践を行い、
言語活動や協働的な学
びを推進する。 

④資格取得に向けて、取
得できる資格のPRや
説明会を開催する。国
家資格も含めた年間ｽｹ
ｼﾞｭｰﾙに合わせ、取得
のｻﾎﾟｰﾄを行う。 

①学習指導要領の実施を
受けて、生徒の状況に
即した授業展開を実施
できたか。 

②個別最適化された学習
方法で個別の進路実現
に外部ｻｰﾋﾞｽの活用が
できたか。 

③ICT機器を活用した授
業展開により、言語活
動の充実や協働的な学
びを推進できたか。 

④資格試験の受検・受講
者数が増加したか。ま
た、昨年度と比較して
合格者・取得者数が増
加したか。資格に絡め
たｼﾞｭﾆｱﾏｲｽﾀｰが増加し
たか。 

①学習指導要領の基本方
針に則った指導と評価
の計画を立て、生徒の
実態に合わせた指導を
実施することができ
た。 

②各教科で基礎学力の把
握と実態合わせた指導
計画を検討し実施し
た。 

③生徒個人の端末
（iPad）を各授業内で
の活用を促していると
ころであるが、使用率
はあまり向上していな
い。 

④資格取得について、校
内実施の技能講習及び
特別教育の６資格で235
名、校外実施の２資格
の技能講習では15名が
取得した。また、危険
物取扱者乙4種6名、
国家資格電気工事士21
名、土木施工管理技士1
名が合格した。 

①学習指導要領の確認と生
徒状況の把握に努め、指
導と評価の計画の見直し
を継続していく。 

②入学者の基礎学力が低下
している。教科間での情
報共有をしながら基礎学
力の定着を図っていく。 

 外部ｻｰﾋﾞｽの導入について
検討していく。 

③全生徒に個人端末を学校
に持参させること、授業
内で活用できる授業展開
案等を検討することを継
続していく。 

④技能講習及び特別教育の
取得は6％減、国家資格
については2割減だっ
た。ｼﾞｭﾆｱﾏｲｽﾀｰは8割減
で1名のみだった。次年
度は取得者減にならない
ようにもっとPRをした
り、補習などｻﾎﾟｰﾄをして
いく。 

〇基礎学力の定着は、卒
業後に社会へ巣立つ生
徒が多い助教を鑑みる
と、喫緊の課題であ
る。外部ｻｰﾋﾞｽ導入し
て、実効性のある取組
を期待したい。 

〇生徒個人の端末の効果
的な活用法を他校の参
考事例等を参考にする
などして、積極的な検
討をお願いしたい。 

〇資格取得については専
門高校の生命線であ
り、生徒の進路におい
ても有効である。生徒
への動機付けが最も重
要ではないか。 

〇生徒が端末（iPad）
を持ってこないと進ま
ないような授業、ｽﾏｰﾄ
ﾌｫﾝでは済まないよう
な授業内容を検討す
る。 

〇生徒の基礎学力や希
望進路（就職・進学・
資格取得）など実態に
即した指導と評価の実
践ができている。 

〇学力的な支援とは別
に、内面的な支援を必
要とする生徒の増加が
みられる。 

〇端末を利用した授業
展開について研究・推
進をしているが、端末
の持参や学習用ネット
ワークへの接続におけ
る不具合などの課題が
ある。また、産業界・
地域と連携、企業や大
学と協力し実際の技術
や知識を学べる場を作
る。さらにｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ
やﾃﾞｭｱﾙｼｽﾃﾑを推進
し、ｷｬﾘｱｱｯﾌﾟと資格取
得の意識向上を継続し
教育していくことが必
要である。 

〇学習支援と生活支援と
の連携強化を図り生徒
の多様なﾆｰｽﾞに即した
指導と評価の研究に努
めていく。 

〇端末（iPad）を利用し
た授業展開（ｱﾌﾟﾘの活
用など）の推進、職員
の研修、外部ｻｰﾋﾞｽの導
入など検討。 

〇国家資格や技能・特別
教育の PRを継続的に行
い、工業高校特有の資
格取得制度を利用する
ことが、将来のｷｬﾘｱｱｯ
ﾌﾟに繋がることを生徒
や保護者に示してい
く。国家資格や技能・
特別講習をもっと PRし
ていかなければならな
い。工業高校特有の資
格取得制度を利用する
ことが将来のｷｬﾘｱｱｯﾌﾟ
に繋がることを生徒や
保護者に示していく。 

２ 
（幼児・児童・） 
生徒指導・支援 

①基本的な生活習
慣の確立と規範
意識を醸成し、
他社尊重しなが
ら、自立した行
動をとれる力の
育成を目指す。 

②生徒の学校への
帰属意識を醸成
させるため、学
校行事の改善及
び部活動を活性
化させる。 

①学校全体で組織的
に、基本的な生活習
慣の定着と規範意識
の醸成を図るための
指導を行う。 

①SCやSSWの活用と外
部機関と連携した教
育相談体制を構築す
る。 

 

①指導方針を共有し、学
校行事・学年集会・HR
活動、登下校時・昼休
み時間を中心に学校全
体で組織的に指導す
る。 

①SC・SSWの活用方法や
外部機関との連携事例
を全職員で共有し、積
極的な活用を促し、一
人ひとりに寄り添った
適切な支援策を検討で
きるようにする。 

①指導方針を共有して、
学校行事・学年集会・
HR活動、登下校時・昼
休み時間を中心に学校
全体で組織的に指導で
きたか。 

① SC・SSWの活用方法や
外部機関との連携事例
を全職員で共有できた
か。SC・SSW・外部機
関を活用して一人ひと
りに寄り添った適切な
支援策を検討できた
か。 

①生徒心得（服装・頭
髪）を各HR・廊下・各
科職員室に掲示して、
共通理解のもと指導す
ることができた。 

毎朝始業時間前から昇降
口で、積極的に声かけを
して、遅刻をする生徒が
減少した。 

① 活用方法を積極
的に発信・掲示、SCを活
用して教員対象の研修会
を実施した。SC相談回数
75件、SSW相談回数41
件、ｹｰｽ会議１回、ｺｱ会
議（管理職・教育相談担
当・担任）２回開催し、
一人ひとりに寄り添った
適切な支援策を検討する
ことができた。 

①毎朝始業時間前の声かけ
指導を継続して実施し、
服装・遅刻・挨拶など基
本的な生活習慣の定着を
図る。 

 
 
 
①SC・SSWと協力しなが
ら、生徒・保護者、教員
に外部機関との連携や活
用方法についての理解を
深める内容の情報発信・
掲示や研修会を実施す
る。 

〇服装・頭髪等について
は、生徒の意向や社会
的背景を踏まえた指導
をお願いしたい。 

〇多様な課題を抱えた生
徒へ対応するために、
きめ細かな教育相談体
制が構築できている。
引き続き、生徒一人ひ
とりに応じたきめ細か
な指導をお願いする。 

〇一方的な指導ではな
く、生徒を意見を聞き
ながらより良い指導の
方法を考えて欲しい。 

〇SC・SSWによる先生方
向けの研修を積極的に
実施してはどうか。 

○毎朝の声かけ指導
は、基本的な生活習慣
の定着について、生徒
が意義を理解して、自
らルールを守るよう支
える指導としての効果
があった。 

○学校全体で、ﾙｰﾙや規
則を守らせる指導か
ら、生徒自らﾙｰﾙや規
則を守るよう支える指
導を行う。 

○SC・SSW・外部機関と
連携して、生徒一人ひ
とりに応じたきめ細か
な支援をすることがで
きた。 

○個々の生徒の状況に
対する受け止め方の違
いで情報共有が遅くな
り、支援が遅れること
があった。 

○毎朝始業時間前の声か
け指導を継続して実施
し、生徒に意義を問い
掛け、生徒の行動変容
を支える。 

○社会の変化に合わせた
合理的なルールの見直
し、生徒がﾙｰﾙの意義を
理解し、自らﾙｰﾙを守る
よう支える指導を行
う。 

○今後もSC・SSWと協力
しながら、連携方法や
活用方法についての理
解を深める。 

○学年会で、少しでも気
になる生徒について、
確実に情報共有を行
う。 

 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 
学校関係者評価 

（１月23日実施） 
総合評価（３月25日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等  成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

①ｷｬﾘｱ教育実践ﾌﾟ
ﾛｸﾞﾗﾑに基づ
き、学校として
体系的な進路指
導を行い、生徒
の進路実現をｻ
ﾎﾟｰﾄする。 

 ②生徒の要望に
対応した、進路
先（大学、企
業）の開拓を着
実に進める。 

①生徒の進路実現に向
け、ICT機器などを
活用しながら効果的
な進路ｶﾞｲﾀﾞﾝｽや説明
会を行っていく。 

②各科の職員と密に連
携し、関連企業の情
報共有を積極的に図
る。また進学におい
ても担当者を置き、
情報の収集・共有を
図る。 

①handy進路指導室をさ
らに活用し、求人票や
進路情報を迅速に配信
する体制を整える。 
➁生徒のICT機器活用に
ついて定期的なﾌｫﾛｰｱｯﾌ  
をを行い情報提供の遅
れを防ぐ。 

③各科の担当者と連携を
密に取り、企業や大学
から得た情報を遅滞な
く共有する。 

①生徒や教職員のhandy 
進路指導室の利用頻度
が増加したか。 
➁情報提供がどれだけ迅
速に行われたか。ま
た、定期的なﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ
が行われたか。 

③企業や大学から得た情
報が、どれだけ迅速に
各科の担当者に共有さ
れたか。 

①求人票や進路情報を迅
速に配信する体制につ
いては、handy進路指導
室により充実したもの
となった。 

②ICT機器の活用について
は情報提供等を含め満
足したものとなった。 

③各科と進路支援Ｇと   
の協働により、遅滞な
く情報共有が行われ
た。 

①今後のｶﾞｲﾀﾞﾝｽや説明会等
につて三年間計画等を再
確認していき、新たなﾌﾟﾗ
ﾝが必要なら早急に検討し
提案する。 

 
②進学相談や選択・決定な
どの時期やｼｽﾃﾑについ
て、社会全般に合わせて
いける体制を考えてい
く。 

〇求人票等の情報が迅速
に生徒・保護者へ配信
できる体制は素晴らし
い。 

〇３年間を見通したｷｬﾘｱ
教育実践ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑに基
づき、計画的な進路指
導をお願いしたい。 

〇進路ｶﾞｲﾀﾞﾝｽや説明会
に関して、生徒の進
路実現に向け、ICT
機器などを活用しな
がら効果的な進路支
援が行えた。 

〇各職員との連携につ
いて各担当者等の協
力により、多くの情
報共有がとられ、就
職・進学の充実がみ
られた。 

〇今後の説明会やｶﾞｲﾀﾞﾝ
ｽについては、最新の社
会情勢を基に、できる
だけ多くの新情報を提
供できるように、handy
の活用に関した知識や
技術を充実させたい。 

〇就職のみならず進学に
関しても多くの大学・
専門学校との意見交換
などにより指定校の分
野をさらに拡充してい
きたい。 

４ 地域等との協働 

①地域と協働・連
携することを通
して、生徒のｺﾐ
ｭﾆｹｰｼｮﾝ能力を
高め、豊かな人
間性や他者と協
働できる社会人
基礎力を育む。 

①部活動や各科による
課題研究、清掃活動
等で生徒が地域貢献
に継続して積極的に
関わる体制をつく
る。 

②①のような活動をよ
り多くの人に知って
もらえるように広報
する。 

③生徒には、地域との
協働・連携する意義
を理解させ、共生及
び安全に対する意識
を持たせる。 

 

①部活動や各科による課
題研究を行う際には、
地域との連携がはかる
ようなことができない
か声掛けを行う。 

②学校ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞや
Instagramを通じて、
積極的に広報する。特
に在校生に対しても、
Instagramを周知した
い。 

③地域清掃活動を毎年同
じ時期に行うことで、
行事として定着させ
る。 

④近隣の学校などとの交
流活動に多くの生徒が
かかわるように、声掛
けを行う。 

①地域のｲﾍﾞﾝﾄ等に積極
的に参加し、地域との
協働・連携を図ること
ができたか。 

②学校ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞや
Instagramの更新頻度
を上げることができた
か。ﾌｫﾛｰ人数を増やす
ことができたか。 

③地域清掃活動を計画的
に実施できたか。 

④地域との協働・連携を
生徒に意識付けできた
か。（卒業生と保護者
に対する振り返りｱﾝｹｰ
ﾄ調査） 

 

①④三笠公園で行われたｲ
ﾍﾞﾝﾄに軽音楽部が参加
したり、ｸﾞﾘｰﾝﾎﾞﾗﾝﾃｨ部
が近隣施設の緑化を支
援したりなど、引き続
き積極的に地域とかか
わりを持つことができ
た。さらに、建設科の
課題研究の看板を自治
体に寄付するという、
工業高校ならではの貢
献ができた。 

②在校生・保護者向けに
Instagramの案内を出し
たことで、ﾌｫﾛｰ人数を
増やすことができた。 

③地域清掃を文化祭後の
11～12月に位置付け、近
隣自治会や学年の協力も
得てｽﾑｰｽﾞに実施するこ
とができた。 

①④部活動による地域連携
を続けていくことに加
え、今年度の建設科の例
のように、工業高校とし
てものづくり分野で地域
連携ができないか模索し
たい。 

②地域と協働・連携するこ
とで、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力や豊
かな人間性がどの程度育
まれたのか、１月以降実
施する卒業予定者に対す
るｱﾝｹｰﾄを活用して見取る
予定。 

③生徒の安全やﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰを
守りつつ、Instagramな
どのSNSを通じた広報活
動をどのように行ってい
くかが課題。地域情報誌
なども積極的に活用して
いきたい。 

〇普通科高校等で、「総
合的な探究の時間」が
導入され、素晴らしい
取組も発表されてい
る。今後も工業高校の
特色を生かし、地域貢
献をテーマとした課題
研究を引き続き、継続
していただきたい。 

〇近年、厳しい志願状況
が続いているが、SNS
を通じた広報活動は
益々、重要な媒体にな
ると思われる。引き続
き、工夫を重ねながら
積極的な情報発信をお
願いしたい。 

〇地域と合同の防災訓練
を実施してはどうか。 

〇教員向けの研修を行っ
た時よりさらに進化し
ている。変化に対応し
ていかなければならな
い。 

〇HP等をAIに作らせ
る。 

〇生徒にﾋｱﾘﾝｸﾞを行い、
SNSは何を使っている
かを知ることが大事で
ある。 

○課題研究で作成した
看板を寄付するなど、
工業高校の特色を生か
した地域貢献を行うこ
とができた。 

○卒業予定者に対するｱ
ﾝｹｰﾄでは、87％以上の
生徒が中学生の時より
も地域社会に貢献しよ
うと思うようになった
と答えており、教育活
動の成果が表れてい
る。さらに地域とのか
かわりを多方面へ広げ
る。 

○本校の魅力と特色を
さらに中学生と地域に
発信していく必要があ
る。個人情報保護を徹
底しつつ、SNSを通じ
た広報活動を活発に行
うことで、本校に興味
を持つ中学生を増や
す。 

○AIを用いた授業や公
務でのAI活用につい
て、引き続き教職員対
象の研修を実施する。 

○工業科の生徒研究発表
会や地区の探究的学習
発表会などを通じて、
優れた他校の取組を知
り、情報発信を行う。 

○引き続き様々な分野
で、生徒が地域貢献に
積極的に関わる体制を
整え、地域社会と協
働・連携する意識を育
成する。 

○SNSを通じた広報活動
について、組織的な運
営体制を整える。AIを
活用しつつ、持続可能
な形での広報活動をす
すめる。 

〇在校生へのﾋｱﾘﾝｸﾞを通
じ、広報媒体や内容を
精査し、より効果的な
広報活動を行う。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①業務の効率化を
図り、職員の働
き方改革を推進
する。 

②日常的に、事
故・不祥事防止
に係る研修会を
実施し、職員に
当事者意識を持
たせるように努
める。 

③職員の学校運営
への参画意識の
向上を図る。 

①ICTの利活用を推進
し、職員の働き方改革
につながる取組を行
う。 
②事故防止会議を定期
的に開催し、職員の事
故防止についての意識
向上を図る。 
③各種研修会や情報交
換会などを活用し、職
員の学校運営への参画
意識向上を図る。 
 

①ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽ化やICT機器
に係る設備の拡充を図
り職員が負担なく活用
ができる環境を整備す
る。 

②過去の事故・不祥事の
事例を提示し職員一人
ひとりが深く意識的に
行動する。 

③全職員が当事者意識を
もって発言・行動でき
るよう広く情報を共有
できる環境を構築す
る。 

①ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽ化を推進で
き、ICT機器に係る使
用方法を理解できてい
るか。 

②事故不祥事防止会議に
おいて深く議論できた
か。 

③各種研修会、情報交換
会において自分の意見
を他人の考え方と比較
し共有できたか。 

 

①ﾊ゚ ﾊー゚ ﾚーｽ化の推進と電子黒
板等のICTの整備が進
み、ﾊｰﾄﾞ面での基盤が
整いつつある。 

②事故防止会議や研修の場は
確保されている。危機管理ﾏ
ﾆｭｱﾙやﾊｻ゙ ﾄー゙ ﾏｯﾌ゚ の存在は
共有されている。 

③各職員会議や外部講師を招
いた校内研修、ｸ゙ ﾙー ﾌ゚ 会
議、各種委員会は定期的に
開催された。 

 

①新たなICTの導入にあた
り設置場所が十分確保で
きなかったり、予備機や
更新計画が不十分で、故
障時に教育活動が止まるﾘ
ｽｸがある。また、ﾊー ﾄﾞの整
備が進むとそれに伴いICT
担当者への業務が増加し
た。 

②③事故防止会議が「他人
事」になりがちで意識的
な参加までは至っていな
い。 

 
 
 
 

〇残念ながら、教職員
の不祥事に関する報
道は後を絶たない。
事故防止につながる
効果的な研修をお願
いしたい。 

〇地震等の災害につい
ては、いつ起きても
おかしくない、予断
を許さない状況にあ
る。地域と連携した
防災の取組を期待し
たい。 

〇ICT機器の管理を生
徒に任せる仕組み等
を一緒に考えてみて
はどうか。 

〇ICTの整備が進みﾍﾟｰ
ﾊﾟｰﾚｽ化や電子黒板の
導入により、情報共有
のｽﾋﾟｰﾄﾞｱｯﾌﾟと視覚的
な教材提示の基盤が完
成した. 
〇ﾏﾆｭｱﾙの整備、会議
の定期開催など、組
織として「業務基
準」が定着してき
た。 
 

〇事故防止会議が「他人
事」にならないように
「聞く会議」から、参
加者に過去の事故や不
祥事の事例を提示し
「判断」を求めたり、
間違いを探す脳を動か
す「アｱｳﾄﾌﾟｯﾄ型」へ切
り替える。 
〇ICT支援員の活用に
より教員が「教育活
用」に専念できる体制
の構築をめざす。 

 


